
０２７ 鎌倉時代 政治史 源平の争乱 

 

◇源平の争乱〔      の乱〕 

 1180 年の    ･源頼政の挙兵 

 1185 年の壇ノ浦の戦いまでの 

の 6年間。 

◇平氏打倒の挙兵 

◎    で源頼朝が挙兵 

 ①      の戦いで敗北も 

 ②      の戦いに勝利 

→        病死。 

◎    で源義仲が挙兵 

→        の戦いで勝利 

→     が入京、平氏都落ち 

 京都   不足→略奪を働く。 

 

※後白河、義仲を京から追い出し 

 たい。だれに頼む？！ 

 （平氏は都落ちしてしまった） 

 

◇1183 後白河、義仲追討の     

源頼朝が    ･    軍を 

 派遣し、源義仲を滅ぼす。 

  

◇1184 後白河、平氏追討の      

 を発布。追討軍は東国武士を率 

いる    軍で、     は 

畿内の武士を率いて京の治安担当。 

 

◇平氏滅亡 

       の戦い〔神戸市〕 

        の戦い〔香川県〕 

 1185 年     の戦い〔山口県〕 

→平氏滅亡、    天皇の死(6歳 4月) 

 安徳「こわい。波の底には何があるの？」 

 時子「波の底にも都がございます。何もこ 

わくありませんよ…」 

 ※生母の    は身柄を確保された。 

◇頼朝と義経の対立 

 後白河、   追討の院宣を発布。   

 怒った頼朝、後白河に   追討の 

院宣を出させる。 

→義経、      に身を寄せる。 

 

◇1189 年 奥州合戦 

秀郷……清衡-基衡-秀衡-泰衡 

①義経を養育した藤原   の死 

②藤原    、頼朝の要求で義経  

 殺害→藤原   も頼朝に討たれ 

         滅亡。 

→後白河から泰衡追討の院宣届く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


